
　

注
目
さ
れ
る
毛
呂
山
の
鎌
倉
街
道
と
中
世
の
遺
跡
群

　

昭
和
37
年
、
延
え
ん
き
ょ
う慶
の
板い
た
び碑
に
関
わ
る
文
化
財
調
査
を
皮
切
り
に
毛
呂
山
町
に
お
け
る
鎌
倉
街
道
沿
い
の
中
世
遺

跡
調
査
が
進
め
ら
れ
、
鎌
倉
街
道
と
そ
の
周
辺
に
広
が
る
中
世
の
風
景
が
少
し
ず
つ
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

特
に
、
埼
玉
県
立
毛
呂
山
特
別
支
援
学
校
と
大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
工
事
に
と
も
な
い
行
わ
れ
た
堂ど
う
や
ま
し
た
い
せ
き

山
下
遺
跡
の

発
掘
調
査
は
、
古
文
書
に
記
さ
れ
た
中
世
集し
ゅ
う
ら
く

落
「
苦
に
が
ば
や
し
じ
ゅ
く

林
宿
」
の
発
見
に
つ
な
が
り
、
毛
呂
山
町
の
歴
史
の
解
明
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

鎌
倉
街
道
沿
い
の
中
世
遺
跡
は
、
毛
呂
山
の
新
た
な
歴
史
が
発
見
さ
れ
る
最
前
線
な
の
で
す
。

 

「
中
世
の
世
界
を
探
る
」

　

中
世
の
歴
史
を
調
べ
る
と
言
う

と
、
難
し
そ
う
な
古
文
書
を
調
べ

る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
思
い

ま
す
。
古
文
書
は
、
歴
史
を
調
べ

る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。
し
か
し
、
日
常
の
風
景
や
暮

ら
し
の
様
子
に
つ
い
て
当
時
の
人

が
描
写
し
た
古
文
書
は
、
貴
族
や

僧
の
日
記
等
の
ほ
か
に
は
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
地

面
の
下
に
広
が
る
遺
跡
の
存
在
で

す
。

　

今
回
は
、
発
掘
調
査
の
成
果
か

ら
鎌
倉
街
道
周
辺
に
中
世
の
風
景

に
迫
り
ま
す
。

 
鎌 
倉 

街 

道

１
０
０
年
先
に
伝
え
て
い
く
毛
呂
山
の
歴
史
遺
産

第
２
回　

地
中
に
眠
る

発掘調査によって見えてきた鎌倉街道のかたち

　鎌倉街道掘割遺構の調査は、道跡の一部を横断するように掘り下げて、鎌倉街道の構

造を探りました。鎌倉街道は、地点によっては道幅が４ｍにもなる箇所がありますが、

掘割遺構で検出された道路の幅は 2.8 ～ 3.2m しかなく、鎌倉街道の道幅が一定でなかっ

たことが確認されました。

　鎌倉街道沿いでは、中世に数多くの合戦が繰り広げられましたが、鎌倉街道を進んだ

武士たちは道が狭くなる度に、隊列を細長くしながら進んで行ったものと考えられます。

　道の両脇には、水はけの為の側溝が掘られ、水と一緒に流れ込んだ土をかき出した様

子も確認されました。現代の地域清掃と同じように中世の人々も道路の管理に努めた様

子が伺えます。

中
世
の
歴
史

鎌倉街道を掘る

　平成 23 年に行われた市場・西大久保地区の鎌倉街道掘
ほりわりいこう

割遺構の発掘調

査の様子です。現在の地面を 25 ㎝ほど掘り下げたところから、中世の人々

が歩いていた鎌倉街道の路面が発見されました。

側 溝
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●● ② ●

⑥

中世寺院跡 崇徳寺跡を掘る

　延
えんきょう

慶の板
い た び

碑旧在地の崇
すうとくじ

徳寺跡の調査では、中世につくられた石

の塔
と う ば

婆「板碑」をともなうお墓がみつかりました。板碑は、土器

とセットでみつかったもの（右）や、板碑が一列に並ぶように据

えられた台石の列（左）など見つかり、板碑が立っていた風景を

探る手がかりとなります。

中世の集落 堂山下遺跡を掘る

　鎌倉街道沿いの集落遺跡「堂山下遺跡」では、溝に囲まれた掘
ほったて

建

柱
ばしら

建物跡（②）や鎌倉街道沿いに並ぶ建物、柵
さくれつ

列の跡（①）、井戸

（③）などが見つかりました。

　遺物も、土
ど が ま

釜（④）や鉢のような日
にちじょうざっき

常雑器の他に、常
とこなめやき

滑焼の大
おおがめ

甕（⑤）

や舶
はくらいひん

来品の青
せ い じ

磁、鋳
い も の

物職人が用いたけがき針（⑥）といった珍しい

道具が発見され、商人や職人が活躍していた姿を思い浮かべること

ができます。

⑦のイラストは東京電機大学近津研究室が発掘調査の成果と中世の

絵巻物をもとに再現した鎌倉街道沿いに広がる苦林宿の風景です。

鎌
倉
街
道
の
あ
る
風
景

　

空
か
ら
中
世
の
遺
跡
を
眺
め
て
み
る
と
、
鎌
倉
街
道
と
越お
っ
ぺ
が
わ

辺
川
が
交
わ

る
周
囲
に
集
中
し
て
お
り
、
街
道
と
河
川
が
中
世
の
集
落
を
形
成
す
る
重

要
な
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

鎌
倉
街
道
・
川
・
集
落
が
描
く
中
世
の
風
景
に
触
れ
ら
れ
る
堂
山
下
遺

跡
の
周
辺
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
場
所
で
す
の
で
、
鎌
倉
街
道
散
策
の
際

に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

板碑を据える台石の列です。

立てた板碑が真っ直ぐ一列になるように並んでいます。

越辺川

苦林野古戦場

大類氏館跡

鎌倉街道掘割遺跡
鎌倉街道

崇徳寺跡

④

⑦ ③

⑤

●①
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